
静
岡
・伊
場
遺
跡

所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
東
伊
場
、
浜
名
郡
可
美
村
東
若
林

調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
七
月
ど
七
八
年

発
掘
機
関
　
　
浜
松
市
教
育
委
員
会

発
掘
担
当
者
　
斎
藤
忠

・
向
坂
鋼
二
他

遺
跡
の
種
類
　
官
衛

・
集
落
跡

遺
跡
の
時
代
　
弥
生
ど
歴
史
時
代

遺
跡
及
び
本
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伊
場
遺
跡
は
、
静
岡
県
浜
松
市
東
併
場
か
ら
、
同
浜
名
郡
可
美
村
東
若
林
に

ま
た
が
る
、
弥
生
時
代
後
期
の
三
条
の
環
濠
を
備
え
た
集
落
跡
（東
部
地
区
）
と
、

″
大
溝
″
と
仮
称
し
た
河
川
の
流
域
に
営
ま
れ
た
律
令
時
代
の
掘
立
柱
建
物

群

（西
部
地
区
）
と
か
ら
な
る
。

お
よ
そ
五
万
平
方
米
の
規
模
を
有
す
る
複
合
遺
跡

で
あ
る
。

昭
和
二
四
年
に
地
元
の
中
学
生
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
同
年
に
国
学
院
大
学

考
古
学
研
究
室

（代
表
樋
口
清
之
教
授
）
に
よ
る
発
掘
調
査
を
経
て
、
昭
和
二
九
年

に
静
岡
県
に
よ
り
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
三
年
頃
よ
り
、
東
海
道
線
高
架
化
事
業
に
伴
い
、
遺
跡
が
関
連
用
地

に
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
扱
い
が
取
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
浜
松
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
四
三
年
よ
り
昭
和
四
九
年
ま
で
に
当
該

地
域
内
の
発
掘
調
査
を
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

・
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
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所
等
諸
機
関
の
協
力
を
得
て
実
施
し

（担
当
斎
藤
忠
・
向
坂
鋼
二
他
）
、
史
跡
指
定

を
解
除
の
後
、
線
路
が
敷
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
用
地
外
の
地
域
は
、
史
跡
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
七
年
の
第
五
次
調
査
を
は
じ
め
、

現
在
ま
で
に
数
次
の
発
掘
調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

大
溝
は
弥
生
時
代
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
墳
時
代

前
期
の
洪
水
に
よ
っ
て
、

一
度
は
完
全
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
後
に
堆
積
し
た
青
色
粘
土
層
を
基
盤
と
し
て
、
古
墳
時
代
中
期

後
半
代
に
集
落
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
は
、
幅
二
〇
ｍ
前
後
、
深
さ

二

・
五
ｍ
前
後
の
大
河
と
な
っ
て
、
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら
ほ
ぼ
南
北
方
向
に

遺
跡
の
中
心
部
を
貫
流
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
の
大
濤
に
は
、
流
木
や
粗
砂
が

多
く
、
流
れ
が
か
な
り
急
激
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奈
良
時
代
に
な
る
と

流
れ
は
比
較
的
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
い
て
、
車
炭
層
と
粘
土
層
の
互
層
が
形
成

さ
れ
た
。
多
く
の
木
簡
は
こ
の
粘
土
層
中
よ
り
検
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
平
安
時
代
以
降
に
な
る
と
、
奈
良
時
代
大
濤
を
侵
蝕
し
な
が
ら
蛇
行
し
た

た
め
、
奈
良
時
代
の
遺
物
と
、
平
安
時
代
の
遺
物
を
混
在
さ
せ
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

大
溝
に
は
北
東
方
向
か
ら
二
本
の
枝
溝
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。

一
本
は
首
墳

時
代
で
、
他
は
奈
良
時
代
の
溝
で
あ
る
。
奈
良
時
代
枝
濤
か
ら
も
数
点
の
木
簡

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

大
溝
の
流
域
か
ら
検
出
さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
群
に
は
、
高
床
式
建
物
と
土
間

造
り
建
物
の
二
者
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
四
五
棟
以
上
を
数
え
る

こ
と
が
で
き
、

一
定
の
規
則
性
を
も
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

か
な
ら
ず
し
も
整
然
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
柱
掘
方
内
に
は
、
古
墳
時
代
遺

物
か
ら
平
安
時
代
中
期
の
遺
物
ま
で
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か

な
り
長
期
に
亘

っ
て
建
築
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

西
部
地
区
出
土
遺
物
の
大
半
は
大
溝
周
よ
り
検
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特

に
七
世
紀
中
葉
以
降
十
世
紀
代
に
比
定
さ
れ
る
も
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
は
、
土
器

。
土
製
品

‘
石
製
品

・
金
属
製
品

・
木
製
品

・
骨
角
製
品
お
よ

び
動
植
物
遺
体
が
あ
っ
て
、
労
働
用
具

・
生
活
用
具

・
建
物
部
材

・
武
器

。
馬

具

・
呪
術
祭
祀
用
具

。
そ
の
他
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
木
柄

付
農
工
具
類
と
、
児
術
祭
祀
用
具
に
ま
と
ま
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
、
昭
和
五
四
年
八
月
現
在
で
一
〇
八
点
検
出
し
た
。
こ
の
う
ち
七
七

点
に
つ
い
て
は

『
伊
場
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
第

一
冊

。
「
伊
場
木
簡
」
で
既

に
報
告
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
Ａ
文
書
風
の
記
載
の
あ
る
も
の
、
Ｂ
帳
簿

・
伝
票

の
類
と
思
わ
れ
る
も
の
、
Ｃ
荷
札

・
付
札
と
思
わ
れ
る
も
の
、
Ｄ
題
畿
。呪
符
・

習
書
等
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
七
八
号
以
下
の
主
釈
文
を
次
に
記
す
。

ω

　

「濱
津
郷
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∝Ｐｘ
］『溢

３
Ｐ
ぉ

②
　
「今
急
□
□
田
□
□
□
　
剛
　
　
語
部□□
□
ご
りヽ
い
×
∞懺
×
ド
　
Φ
岸ド
　
∞
〕

〔井
力
〕

０

　

「檜
前
入
児
末
呂
　
□
田
□
□
田
□
」
　
　

Ｐヽμ×
∞ｏ×
〓
目

∞∞

ｘ　一ｍ鵬旺岬暇睡帥剛硼蜘故　田一口剛□剛田□」

（刻
線
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞獣
×
Ｆ
Ｐ
×
ぢ
　
Φ
‘
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。
「

日

　

一＝

名
右
件
人
今
時
過
不
□
来
　
　
神
亀
四
年
十

一
月
十
四

い
り
　
　
「・

□
□
五
戸

□T□ 凸テ四

主 戸 戸 固

覇金
人
□

金 万A□ 人
口号□
四
u

□骨戸

=八    回
忌
L     

六

□
□
□
日
川
□

（
卜
Φ
］
）
×

∞
Φ
×

ф
　

Ｏ
岸
∽
　

Φ
ψ

敢
口
□
□
　
　
　
　
日
Ｈ
川
Ｈ
日
回

一
斤

又
□
□
同
日
日
日
日
日
一

〔部
力
〕

□
□
□
□

ヽ
ω
μ
×

∞
『
×

∞
　
　
Φ
Ｐ
μ
　

∞
∽

五
百
□
□

石
道

一
斤

日
Ｈ
回

llつ

〔
戸
人
力
〕

□
□
□
□
□

戸
人
口
□
□

究
穆
□
□
□
□
回
八

名
＜
己
亥
年
□
月
十
九
日
渕
評
竹
田
里
人
若
倭
部
連
□
末
呂
上
為

名
＜
持
物
者
馬
□
□
□
人
口
□
史
□
評
史
川
前
連
□
×
　
　
　
（譲
）×
∞Φ逢

畠
Φ
霊

「
五
十
代
×

〈
解
ω
］
）
×
Ｐ
卜
Ｘ
９
　
ｏ
∞
序

Φ
⇔

「栗
原
玉
作
部
真
×
　
　
（ＰＳ
×
∞Φ巡

９
選
『

「小
文
郷
□
□
□
回

　

（談
）巡
ｏ造

９
Φ
冨

ll②

長
□
部
金
国
十
八
東
同
部
□
□
女
四
東

長
□
部
□
□
万
呂
一日
日
日
回

　
′

（μ、卜
）
×
］
ド
Ｘ
∞
　
Φ中
ド

「
蓋
聞
駕
羽
乗
□
×

　

（じ
×
誤
も

Φ‘

〔多
力
〕

⑭

　

「
蛭
田
郷
□
□
部
回
志
」

驚
Φ×
Ｎ
～

ｏ解

潔

〔
原

力
〕

こ
れ
ら
の
木
簡
の
ほ
か
に
、
□
駅
長

・
郡
鑑
取

。
駅
長

壱

。
栗
原
駅
長
な
ど
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
検
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
伊
場
遺
跡
の
性
格
付
が
あ
る
程

度
な
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

９

関
係
文
献

浜
松
市
教
育
委
員
会
　
『伊
場
遺
跡
第
９
次
発
掘
調
査

略
報
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年

浜
松
市
教
育
委
員
会
　
『
国
鉄
東
海
道
線
線
路
敷
内
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
　
　
　
一
九
七
九
年

（川
江
秀
孝
）
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